
                               平成27年度事業活動報告

　　      　　基　　本　　方　　針 　         　　活　　動　　概　　況
(１）経営の安定を図る。 （１）第2号議案、決算報告の通り。
(2)人材育成と雇用の安定を図る。 (2)介護福祉士等の資格取得推奨
(3)地域貢献への取り組み。 (3)具体策にて。
(4)楽しく明るい職場を作る。 (4)具体策にて。

　　　　具　　体　　策
（１）経営の安定を図る。 １）

　①施設サービスでは、入所者や利用者の稼働率 ①　主な稼働率、利用者数等
　　の維持、向上や加算報酬の適切な取得、在宅 稼働率等 当年度 前年度 増減

　　サービスにおいては、利用者数の増加により 特養 稼働率 98.4% 97.3% 　1.1%増

　　安定した収入の確保を目指す。 短期 ﾍﾞｯﾄ稼働率 91.5% 95.5% 　4.0%減

通所 1日平均利用者数　27.5人 　29.8人 　2.3人減

訪問 1日平均件数 　23.1件 　22.7件 　0.4件増
居宅 １ヶ月平均登録人数　118.7人　147.1人　28.4人減

潮岬あゆみ園 稼働率 96.5% 98.4% 　1.9%減

うわの園 １ヶ月平均登録人数　 20.8人 　 21.6人　0.6人減

上野山 稼働率 97.2% 95.0% 　2.2%増

SS上野山 ﾍﾞｯﾄ稼働率 92.7% 83.0% 　9.7%増
　②経費削減に努める。 ②全体として経費削減に努めたが、特に目立った削減には

　　至らなかった。

　③利用者に対して、法人の理念に沿った処遇を ③理念と行動指針については、各事業所の活動計画及び

　　行うことで安心して過ごしていただける環境を 　全体研修等と機会を通じて働きかけてきた。

　　作る。 　環境作りも同様努めた、特養の4人部屋については個人
　のプライバシー等の点からも仕切り等を検討中。

(２)人材育成と雇用の安定を図る。 ２）

　①施設内の研修への積極的な参加に取組む。 ①

　　又介護福祉士等の資格の取得を推奨し、介護 ・施設内研修（全体研修）については定期的開催実施、
　　知識や介護技術の向上に努め、入所者や利用 　参加人数の増加は見られた。介護力向上委員会を初め

　　者に寄り添える人材を育成する。 　内部委員会の定期的開催実施。

・外部研修（主なもの）については施設長初め主たる職員

　による老施協大会・研修会、認知症実践・リーダー研修、

　介護支援専門員研修、個別機能訓練についての研修、
　等々。

・介護福祉士等資格取得者

　社会福祉士2名、介護支援専門員（ケアマネ）1名、

　介護福祉士1名　の合格

　②公正公平な評価による人材登用や新卒者の ②正職登用者6名（8名受験）。
　　採用に努める。 　　新卒者の採用無し。

(3)地域貢献への取り組み ３）

　①災害時の住民の受け入れ。 ①今年度地域で災害発生は無かったが、

（イ）28年3月串本町と「災害発生時における福祉避難所の
　　設置運営に関する協定書」を締結した。

　　（設置場所・・にしき園、潮岬あゆみ園、うわの園、

　　　上野山にしき園）

　非常食につて

　・にしき園拠点用
　利用者170名、職員80人、地域住民30人。

　・潮岬あゆみ園拠点用

　利用者38人、職員10人。

　・上野山拠点用

　利用者38人、職員17人、地域住民5人。
　を当面完備。　　さらに種々を想定しての対策を検討中。

（ロ）地域密着型運営委推進会議を2ヵ月毎に開催している。



　　構成・・にしき園、串本町、地域代表者、利用者代表者。

　②生活困窮者に対しボランティア活動の場を ②27年度特に実績なし。

　　提供
　③障害者高齢者の雇用促進。 ③27年度特に実績なし。

　④地域におけるボランティア活動等の取り組み。 ④二色国道入口付近周辺等の草刈り等その他

　詳細は企画広報の活動報告にて。

(４)楽しく明るい職場を作る。 ４）
　①なんでも相談しあえる職場作り。 　①全体として努めている。

　②相談窓口の充実。 　②積極的な相談に努めている。

上記の方針を踏まえ、各事業所ごとに活動計画を策定し、それぞれに基づき活動しました。
各事業所の活動報告は次の通り。


